


















































































































































































arou登d　me　8nd　 linal1▼　 dissol▼ed　 8匝on琶　 the　siender　shadows　c8st　on　 the
gr巳Ye［ed　path　by　the　interlaced　＆rches　of　its　Iow　looped　fence．　（P．51）
　これは，このテクストの最後の部分であり，テクストのテーマが集約されていると言え
るだろう。これはColetteとの別れの場面であり，記憶の世界から現実の世界に戻る微妙
な瞬間を表現している。そして，Grett　Mother的なすべてが詰まっているかのように考え
られる。第一に，h。。pに代表される《渦》のイメージである。　C。letteは，キラキラ光っ
たh。opを回しながらdead　leavesで詰まった噴水の周りを回り始める。　《渦》が描く円は，
永久に回り続けるであろう太古から永続する普遍的なイメージを連想させる。円を描くた
めには，必ず中心となるものが必要である。中心は影であり，円は光，影になる部分は，
dead　leaves（→死）であると考えられる。
　第二に，Greet　M。ther的なものは，このdead　leavesである。　dead　Ieavesは死を象徴
する。Great　Motherが持っ，生と死の両面性を，これはある仕方で表現していると考えら
れる。また，噴水は水であり，　《海》へっながっていく。そう考えてみると噴水が象徴す
る，Coletteとの思い出のplage（→《海》→生）は，今やdead　leaves　（→死）に負け
ていると判断できる。そういった状況の中で，C。letteは「光と影を縫って」光った輪を，
回しながら噴水の周りを回り，C。letteの体はdead　leEvesと融合してゆく。この時，万
物は，光と影になり，恐らく誰も立ち入ることが許されぬ，光と影へColetteは吸い込ま
れていく。これは，第三のGreat　M。ther的なものである。つまり，飲み込み，包含してし
まうことにおいて，Great　Mother的なものと一致するのである。
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振り返って考えてみると，Great　Motherの最大の特長である，《包含》の原理は．この
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テクスト全体に作用しているように考えられる。　《包含》の原理は，一種のブラックホー
ルであり，かっ現実を認識する方法でもあると考えられる。これをテクストに現われる順
に列挙すると，以下のようになる。
（D寝台車の模型（p，43）。（2）走る寝台車から見える景色を，おもちゃに喩えること
（p．44）。そして，（3）観念的に寝台車の全体像を把握しようとする試み，であるが，こ
れにっいては，以下に引用する。
　1　▽ould　put　mアsell　to　sleep　b7　 the　simple　巨ct　o「　inden匙if7ing　m7sell
胃ith　ヒhe　engine　dri▼er，　　（P，　45）
　これは．寝台車で少年Nab。k。▽が，自らを寝付かせるたあに試みたことである。寝台車
に乗っている乗客，コック，車掌達の姿を想像し，寝台車全体の姿を把握しようとする。
やがて，《渦》のイメージが沸いてきて眠りにつく。寝台車が走る，直線的なイメージを
かき消すことで安心して眠りにつくのである。
　更に，（の青白い蛾が灯の周りを回る様子を，木星とその衛星群に例えること（p．46）。
（5）ビアリッツの海岸で，太陽の光を虫メガネで凝縮すること（p，4T）。（6）ビアリッツ
で買ったペン軸の水晶の穴に小宇宙を見ること（p，5の。そして，（7｝七色の描写，であ
るが，これは，色に限らず，七という数字もこのテクストに登場し，何か象徴的である。
バスク語で，蝶を聞き，後でそれを調べたら七っ似た言葉があった，という事（p．48）と，
iridescence（p，48）　rainb。w（p．51）という英語を使っていることである。七っに象徴
される虹は，「総合」を象徴する。これも，ある種の《包含》の原理に一致するものと考
えられる。しかし《包含》のもとにあるものこそ《プリズム》であり（私が今挙げた例も
丁度七つである），すべてがひとっに統合されたこのテクスト自体，一種の《プリズム》
であるとも考えられるのである。また少年Nabek。vとCGIetteの出逢いが，常にplageで
あり，それがひとっの原点になっていることを考えると（そして，plageがプリズムの
「等しい光を受ける面」であると考えると），plageと《プリズム》，そして記憶の問題
が浮かび上がってくるが，この問題は，非常に大きな問題であると考えられるので，別稿
にゆずることにする。
　Nebok。vはこのテクストで，一っの世界を再現した。全体に渡ってテクストを支配して
きた一瞬の光は，美であり，彼のノスタルジーを象徴するかのようである。彼が故郷を思
い出すことによって無意識の世界に潜んでいたGreat　M。therがにわかにテクストに現われ
たとも考えられる。
　Ntbok。vは，寝台車の模型に心ひかれたが，売り物ではなかったので，手に入れること
ができなかった。そして，C。letteとも他人が考えた処置の結果（p，51），別れなけれ
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ばならなかった。すべては，外界との接触で中断されてしまったのである。しかし，
C。letteの名に集約されるNEbok。vの幸せな少年時代は，この“First　Love”によって永
遠に続くのである。
註
（1）　……“First　Love”は，1948年にルダ7ai2e／に最初発表され，　Jped／，〃〃／ノ
　　の第七章にも収められているが，本稿では，　“First　L。ve”というタイトルを持っ
　　一個の短編としてNab。ko▼が考えたことを重視して，，ee　ti　aZo〆s　Pta〃〃　版をテキ
　　ストにした（vladimir　NEbok。▽，、〃ノ〃〃〆∫〃eren，　Penguin，1987）。なお以下
　　本文で，ページ数のみを挙げたものは，この書からの引用である。
（2）　　・・。…　Alfre己　且PPel　jr．，　　〃’　1ダ〃〃〃／ノ／’〆∠〃／！／4　　（蠕oGraw－Hill　Book　Co．，　1970），
　　313－319，
（3）　……これに関しては，1〃〃〃　とのアナロジーを認めざるを得ない。Hu皿bertにと
　　って，L。litaは，初恋の女性ではなかった。彼にとって初恋の女性は，　Annsbel
　　（やはり彼女とも海岸で出逢うことになる）であり，彼女との遂げられぬ恋の想い
　　が，Lolitaに的中するのである。
（4）　……rweノ〃／〃fe　a／SetitS／／〃〃／”／　の語り手vは，　Sebastianを探す旅に
　　出るが，小説の最後で，暗やみの中で，彼に出逢ったと誤認する。
　　　tOh－la－lalt　she　erclaimed　getting　▼er了　red　in　the　face．　　tMon　Dieul　The
　　Russian　gentleman　died　yesterday，　and　アovlve　been　visiting　Monsieur　Kegan
　　．．，　　（〃e 7e，ノ　1／／e　〃／ Setivs／／fn　ノ乙クノ’Pノ／，　Penguin，　1982）。　P，　172，
（5｝　……『無意識の構造』，河合隼雄著，　（昭和52年，中央公論社）69－84。
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